
加速アクションプラン個票

①実施項目 16 ②№２２ 実施状況 実施中
③加速プラン事業名
④所管課

⑤現状と課題

⑥取組み内容

⑦年度計画 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

3 3 3

⑧目標 【計画値算式】　ごみ処理の有料化についての勉強会開催回数（Ｈ20～Ｈ21）

　この場合、１億１千万円程度の歳入を目標とする。

⑨効果

⑩達成度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
審議会開催

⑪国集中改革プラン報告項目別全体計画（対Ｈ16）※当該加速プランが含まれる項目について表記

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 合計
0 0 0 0 0 0

全体報告値 0 0 0 0 0 0

単位：千円 0 0 0 0 0 0

ごみ処理にかかる経費について、住民の方々に関心を持っていただくことがで
き、更にごみの減量化に繋がる。また、独自歳入として、村財源に寄与するこ
とができる。
※ごみ処理の有料化についての勉強会検討結果により、有料化に取組む場
合は、歳入見込みを計画値及び実績値として把握する。

独自歳入検討事業

【項目名】歳入その他

滝沢村廃棄
物減量等推
進審議会の
開催①

　今後の勉強会しだいであるが、ごみ処理の有料化についていは、ごみ袋に
有料化分（1リットル当たり２円）を賦課して販売することを案として考えている。

平成19年度から平成21年度ま
では集中取組期間です。

ごみ処理減量化検討事業

【課題】人口の伸び悩みによってごみの処理量も減少してきているがコストが
なかなか減らない現状があります。費用負担の公平性からも、ごみ処理の有
料化についても、検討していかなければならない。ただ、施策推進のために
は、住民の理解が必要である。

現在、岩手県では、家庭ごみ有料化検討会を立ち上げています。県内全体で
８市町村と３処理組合で検討しています。本村も参加して検討中です。これに
先立ち、本村では、平成１６年度に滝沢村廃棄物減量等推進審議会を設置
し、アンケート等を実施し調査研究しているところです。

①滝沢村廃棄物減量等推進審議会の開催
②ごみの減量化やごみ処理の有料化についての勉強会の開催
③ごみの減量化やごみ処理の有料化についての勉強会の検討結果による取
組み実施

環境課

【現状】住民によるリサイクルなどのごみ環境に対する関心が高まる中、ごみ
の減量化するため、ごみ処理の有料化は今後避けて通れない問題となってい
ます。

計画値
実績値

差額

計画値 単位（回）

実績値 単位（回）

ごみ処理の有料化
についての勉強会

ごみ処理の有料化についての勉
強会検討結果による取組み


